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一般会計補正予算
〈主な事業〉
○衆議院議員総選挙費（選挙管理委員会事務局）
・衆議院の解散に伴う総選挙費用の補正 �  3,600万円

〈主な事業〉
○農林水産業施設災害復旧費（農林課ほか）
・農地農業用施設及び林道施設の災害復旧に係る補助金、委託料の追加 �  400万円

○土木施設災害復旧費（建設課）
・土木施設の災害復旧に係る委託料、工事請負費の追加 �  1,950万円

〈主な事業〉
○十日町地域市営バス運行事業（企画政策課）
・平成30年４月予定の六箇地区市営バスの運行に必要な消耗品費等の補正 �  45万円

○認定こども園運営事業（国庫補助）（子育て支援課）
・平成29年度より追加となった職員の処遇改善加算による公定価格の増額などに伴う
　施設型給付費の追加 �  5,208万円

○中山間地域等直接支払交付金事業（農林課）
・集落協定の広域化及び交付対象面積の増加による交付金の追加 �  288万円

○大地の芸術祭受入対策事業（観光交流課）
・県補助金の活用による３月開催の雪花火用のシャトルバス増強のための委託料の追加 �  160万円

○市道除排雪経費（建設課ほか）
・市道の除排雪委託料等の追加 �  5億1,260万円

○スクールバス整備事業（教育総務課）
・川西地域のスクールバスの老朽化に伴う車両購入費の追加 �  114万円

○要・準要保護児童生徒就学援助事業（教育総務課）
・国の制度改正による支給単価の増額及び（小学校・中学校）入学前支給の年度を前倒しする
　ことに伴う援助費の追加 �  665万円

○現年発生林道施設災害復旧事業（国庫補助）（農林課）
・林道施設の災害復旧に係る工事請負費の追加 �  900万円

○現年発生土木施設災害復旧事業（国庫補助）（建設課）
・土木施設の災害復旧に係る負担金等の追加 �  2,537万円

【補正予算（第４号）】

【補正予算（第５号）】

【補正予算（第６号）】

衆議院議員総選挙に係る経費の補正（専決処分）

10月の台風豪雨による災害復旧事業に係る経費の補正（専決処分）

子育て支援、大地の芸術祭の推進及び市道の除排雪に係る経費等の補正
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携
帯
電
話
の
不
感
地
域
解
消
は
？

農
畜
産
物
や
加
工
品
を
世
界
へ
！

貧
困
の
連
鎖
解
消
対
策

運
転
免
許
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

質
問 

携
帯
会
社
に
よ
っ
て
は
使
え
な
い
地

域
が
あ
り
ま
す
が
、
各
社
の
使
え
る
地
域
を

広
げ
る
計
画
は
？
、
外
国
人
旅
行
者
は
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
、
ほ
く
ほ
く
線
の
ト
ン
ネ

ル
内
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

答
弁 

23
年
度
に
は
当
市
の
不
感
地
域
は
す

べ
て
解
消
し
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
内
に
２
社
、

３
社
と
範
囲
を
広
げ
る
に
は
、
国
の
補
助
事

業
が
受
け
ら
れ
ず
、
市
の
単
独
事
業
と
な
る

の
で
事
業
化
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
旅
行
者
が
困
っ
た
こ
と
の
上
位
に

無
料
Ｗ
ｉ—

Ｆ
ｉ
の
少
な
さ
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
芸
術
祭
関
連
施
設
を
中
心
に
無
料

Ｗ
ｉ—

Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
現
在

市
が
管
理
す
る
20
施
設
で
利
用
で
き
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
不
感
解
消
に
は
１
㎞
当
た
り
約

１
億
円
の
費
用
が
か
か
る
と
言
わ
れ
、
国
の

事
業
を
使
っ
た
と
し
て
も
事
業
者
は
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
事
業
実
施
は
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

質
問 

農
畜
産
物
生
産
者
や
加
工
品
製
造
業

者
が
行
う
販
路
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支
援

し
て
所
得
増
大
を
図
っ
て
い
ま
す
か
？
、
海

外
販
路
開
拓
を
支
援
し
て
頂
け
な
い
で
し
ょ

う
か
？
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
を
利
用
し
た
Ｐ
Ｒ

は
？答

弁 

市
で
は
首
都
圏
で
当
市
を
応
援
す
る

企
業
や
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取

質
問 

家
庭
の
収
入
が
低
く
、
貧
し
い
家
庭

で
育
っ
た
子
供
は
将
来
的
に
も
低
所
得
に
な

る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
「
貧
困
の
世
代
間

連
鎖
」
を
断
ち
切
る
支
援
と
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
現
在
と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁 

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
に
対
し
て

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
自
立
に
向
け
た

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
種
奨
学
金

制
度
や
貸
付
制
度
を
紹
介
す
る
な
ど
相
談
者

に
寄
り
添
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。
27
年
度
か

ら
は
市
内
に
就
職
し
た
30
歳
以
下
の
方
を
対

象
に
奨
学
金
の
返
還
に
対
し
、
補
助
率
½
、

年
12
万
円
を
上
限
に
、
最
大
５
年
間
60
万
円

を
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
負
担

軽
減
の
点
で
は
貧
困
の
連
鎖
の
解
消
と
い
う

面
で
も
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
事
業
は
今
年
度
で
新
規
の
受
付
を
終
了

し
ま
す
が
、
国
県
で
も
給
付
型
奨
学
金
制
度

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
活
用
で
当
市
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
、
売
り
場
の
確
保
、
一
過
性

で
は
な
い
消
費
喚
起
と
い
う
大
き
く
３
つ
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
消
費
の
循
環

を
つ
く
る
こ
と
で
販
路
拡
大
に
向
け
、
価
格

競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
十
日
町
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
海
外
へ
視
点

を
向
け
る
こ
と
は
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
一
昨
年
、
首
都
圏
営
業
所
を
開
設

し
た
の
で
、
ま
ず
は
首
都
圏
か
ら
営
業
活
動

を
進
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
外
販
路
開
拓
の
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
、
市
役

所
の
中
に
も
い
ろ
ん
な
対
応
が
で
き
る
組
織

が
で
き
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
活
用

し
支
援
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
食
材
提

供
に
は
認
証
が
必
要
で
、
市
で
は
認
証
取
得

に
対
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

が
認
証
を
取
得
し
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
の
供
給

販
売
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ん
が
運
転
免
許
を
返
納
し
や
す
い
環
境
整
備

の
た
め
免
許
返
納
サ
ポ
ー
ト
制
度
の
創
設
が

必
要
と
考
え
る
が
対
応
を
伺
う
。

答
弁 

十
日
町
警
察
署
管
内
で
は
、
自
主
返

納
へ
の
サ
ポ
ー
ト
制
度
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

自
主
返
納
の
促
進
策
は
、
津
南
町
と
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
当
地
域
の
実
情
を
考

え
る
と
自
主
返
納
に
限
っ
た
サ
ポ
ー
ト
で
は

な
く
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
の
強
化
や

公
共
交
通
網
等
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。
バ

ス
事
業
者
が
運
行
で
き
な
く
な
っ
た
路
線
に

は
、
市
営
バ
ス
や
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
で

の
運
行
交
通
手
段
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
で
、
最
も
効
率
的

に
、
し
か
も
安
心
し
て
住
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

星
名
大
輔 

議
員

村
山
達
也 

議
員

や
出
世
払
い
方
式
等
の
議
論
が
あ

り
、
制
度
自
体
が
変
わ
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
国
県
の
動
向
を

注
視
し
、
新
た
な
施
策
で
フ
ォ
ロ

ー
で
き
な
い
部
分
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

高
齢
者
が
加
害
者
と
な
る

悲
し
い
自
動
車
事
故
を
な
く
し
た

い
。
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

十日町市子育て支援ガイドブック
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直線型ロータリー式かくはん機。原料のかくはん、
混合を行い発酵を促進します

堆
肥
化
施
設
整
備
及
び

防
犯
灯
の
設
置
助
成
制
度
に
つ
い
て

食
の
安
心
安
全

　
　
　
め
ざ
そ
う
食
中
毒
ゼ
ロ

質
問 
市
で
は
堆
肥
化
施
設
整
備
調
査
・
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
可
能
性
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
調
査
結
果
を
ど
う
活
用
し
、
堆
肥

化
や
臭
気
対
策
、
ま
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁 

こ
の
方
法
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
養

豚
場
の
敷
地
内
で
糞
尿
を
処
理
で
き
る
た
め
、

臭
気
の
大
幅
な
軽
減
、
廃
棄
物
の
体
積
の
減

少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
現
在
、
国
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
実
行
性
や
採
算
性
の
検
証
を

進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に
調
査
結
果
を
取

り
ま
と
め
ま
す
。
メ
タ
ン
発
酵
発
電
施
設
の

導
入
に
は
養
豚
農
家
と
の
協
力
・
連
携
が
、

発
酵
残
渣
の
堆
肥
化
に
は
Ｊ
Ａ
と
の
協
力
・

連
携
が
不
可
欠
で
す
。
調
査
結
果
を
関
係
機

関
等
と
共
有
し
、
さ
ら
に
具
体
的
な
計
画
立

案
の
根
拠
資
料
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
進
め
る
上
で
、
今
後
精
査
す
べ

き
豪
雪
地
な
ら
で
は
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
と
調
和
し
た
畜
産
経
営
の
発
展
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

そ
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
需
要
に
応
じ
た

堆
肥
肥
料
を
市
内
農
家
に
供
給
し
、
家
畜
糞

尿
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
た
電
気
・
熱
の

自
家
生
産
、
自
家
消
費
を
理
想
に
揚
げ
、
持

続
可
能
な
循
環
型
農
業
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

質
問 

交
通
安
全
や
犯
罪
防
止
の
た
め
、
防

質
問 

❶
学
校
給
食
等
、
大
量
調
理
給
食
施

設
の
食
中
毒
対
策
は
。
Ｏ
―
１
５
７
、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
。

❷
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
食
品
製
造
の
際
に
安
全
を

確
保
す
る
管
理
手
法
）
の
義
務
化
は
。
❸
学

校
、
保
育
園
等
、
給
食
施
設
、
調
理
職
員
の

数
は
。
講
習
、
研
修
を
開
催
し
て
い
る
か
。

答
弁 

⃝①
食
中
毒
の
原
因
の
多
く
は
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
あ
る
た
め
、
調
理
に
関

す
る
注
意
と
、
人
か
ら
人
へ
の
感
染
を
予
防

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
予
防
対
策
と
し
て
、

食
中
毒
予
防
の
知
識
の
普
及
啓
発
、
県
内
の

感
染
症
情
報
の
周
知
、
福
祉
施
設
が
行
う
予

防
対
策
の
強
化
の
３
つ
を
繰
り
返
し
実
施
し

強
化
を
進
め
ま
す
。
学
校
給
食
で
は
、
衛
生

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
履
行
さ
れ
て

い
る
か
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
所

の
給
食
施
設
巡
回
指
導
に
よ
り
、
正
し
い
衛

生
管
理
が
履
行
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
学
校
薬
剤
師
に
よ
る
衛

生
管
理
定
期
検
査
も
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

⃝②
食
品
衛
生
法
の
改
正
が
今
年
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
、

情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。
⃝③
給
食
従
事
者
の

数
は
、
共
同
調
理
場
66
人
、
単
独
調
理
場
20

人
、
保
育
園
等
73
人
で
す
。
調
理
従
事
者
の

衛
生
意
識
向
上
の
研
修
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

犯
灯
の
設
置
や
管
理
に
関
し
必
要
事
項
を
定

め
て
い
ま
す
が
、
安
全
と
思
わ
れ
た
地
域
や

身
の
回
り
は
事
故
や
事
件
が
い
つ
起
こ
っ
て

も
不
思
議
で
な
い
社
会
状
況
で
す
。
防
犯
灯

の
設
置
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

防
犯
灯
は
、
主
に
歩
行
者
に
対
す
る

防
犯
を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
も
の
で
、
大

部
分
が
地
元
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。
集
落

内
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
十
日
町

市
防
犯
灯
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
規
則

に
よ
り
、
防
犯
灯
支
給
事
業
を
行
い
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
促
進
に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問 

手
洗
い
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
の
活
用

答
弁 

学
校
で
も
手
洗
い
の
重
要
性
に
つ
い

て
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る
た
め
、
提
案
が

あ
れ
ば
指
導
を
受
け
入
れ
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問 

大
地
の
芸
術
祭
の
開
催
期
間
中
に
、

十
日
町
産
の
生
鮮
食
材
を
使
用
し
て
食
の
祭

典
、
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
。

答
弁 

食
の
祭
典
等
を
芸
術
祭
に
合
わ
せ
て

実
施
す
る
こ
と
は
、
相
乗
効
果
が
期
待
で
き

る
と
考
え
、
引
き
続
き
支
援
を
考
え
て
い
ま

す
。
芸
術
祭
に
お
い
て
も
食
の
情
報
を
Ｐ
Ｒ

し
、
訪
れ
た
方
が
地
元
食
材
や
料
理
を
味
わ

う
こ
と
で
、
食
も
含
め
た
十
日
町
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

小
林
正
夫 

議
員

山
口
康
司 

議
員

消費者の皆様に食の安心・安全をアピールする自主
衛生管理の実施内容を示した５つ星プレートです
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脱臭装置付き縦型密閉堆肥装置

道路確保に活躍するロータリー除雪車

当
市
の
畜
産
業
に
つ
い
て

若
者
・
移
住
定
住
者
支
援
に
つ
い
て
と

除
雪
事
業
者
確
保
に
つ
い
て

質
問 

当
市
は
、
中
越
家
畜
保
健
衛
生
所
管

内
で
最
大
の
畜
産
地
域
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

県
認
定
の
ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ク
認
定
率
は
県
下

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
妻
有
ポ
ー
ク
グ
ル

ー
プ
に
お
い
て
は
全
体
で
取
り
組
む
防
疫
と

衛
生
管
理
体
制
の
確
立
が
高
く
評
価
さ
れ
、

日
本
農
業
大
賞
や
食
味
を
競
う
丸
の
内
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
総
合
優
勝
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
発
展
の
た
め
お
伺
い
し

ま
す
。
❶
畜
産
業
の
現
状
と
課
題
❷
当
地
域

の
畜
産
業
の
特
徴
と
優
位
性
❸
家
畜
伝
染
病

対
策答

弁 

⃝①
市
内
畜
産
物
の
農
業
産
出
額
は
推

計
で
７
億
４
千
万
円
で
す
。
主
な
課
題
は
環

境
対
策
で
養
豚
業
で
は
悪
臭
解
消
が
長
年
の

課
題
で
す
。
生
産
者
は
、
こ
れ
ま
で
も
消
臭

剤
の
使
用
、
植
林
・
防
壁
設
置
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
う
ち
１
戸
の

養
豚
農
家
で
は
、
最
新
鋭
の
脱
臭
装
置
付
き

の
堆
肥
装
置
を
導
入
す
る
な
ど
、
臭
気
の
抑

制
と
周
辺
環
境
の
改
善
に
努
力
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
市
で
は
、
施
設
整
備
へ
の
支
援
の

ほ
か
、
臭
気
軽
減
の
資
材
購
入
支
援
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
⃝②
地
域
内
の
養
豚
農
家
グ
ル

ー
プ
は
隔
離
豚
舎
を
県
内
で
最
初
に
設
置
し
、

全
国
で
も
少
な
い
子
豚
期
か
ら
出
荷
ま
で
無

薬
飼
料
で
の
飼
育
を
行
い
、
健
康
で
お
い
し

く
、
安
全
・
安
心
な
ブ
ラ
ン
ド
豚
と
し
て
市

質
問 

若
者（
新
卒
者
）へ
の
支
援
策
に
つ
い

て
伺
う
❶
若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
取
組
み

❷
雇
用
す
る
企
業
側
を
支
援
す
る
取
組
み

答
弁 

⃝①
奨
学
金
の
返
済
支
援
、
大
学
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
費
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
で
新
規
受
付
を
一
旦
終
了
し

ま
す
が
、
国
県
の
進
行
中
の
議
論
を
注
視
し
、

よ
り
就
職
に
つ
な
が
り
や
す
い
制
度
拡
充
を

考
え
て
い
ま
す
。
⃝②
技
術
継
承
の
た
め
の
雇

用
に
対
し
人
件
費
を
一
部
助
成
す
る
、
ひ
と

づ
く
り
支
援
事
業
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
利
用

料
や
合
同
就
職
説
明
会
出
展
料
を
一
部
助
成

す
る
若
者
求
人
情
報
発
信
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
業
界
団
体
と
十
日
町
地
域
雇
用

協
議
会
を
構
成
し
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
職

場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

質
問 

移
住
定
住
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺

う
❶
移
住
定
住
者
を
支
援
す
る
取
組
み
❷
若

い
世
代
の
生
活
を
支
援
す
る
取
組
み

答
弁 

⃝①
夫
婦
で
転
入
す
る
若
い
世
帯
に

対
し
最
大
２
０
０
万
円
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

加
え
ま
し
た
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
住
居
改

修
、
資
格
取
得
補
助
、
退
任
後
の
起
業
支
援

を
、
農
業
で
は
青
年
就
農
準
備
金
、
看
護
師
、

理
学
療
法
士
等
の
確
保
を
目
的
と
し
た
就
学

支
援
貸
与
事
業
、
看
護
職
員
就
業
支
度
金
支

場
で
の
地
位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
市
で
も

販
路
拡
大
に
努
め
て
お
り
実
績
も
上
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
お
い
し
く
て
、
安
心
安
全
な

ブ
ラ
ン
ド
豚
と
し
て
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
⃝③
予
防
に
は
ウ

イ
ル
ス
を
持
つ
可
能
性
の
あ
る
野
鳥
、
ネ
ズ

ミ
等
の
侵
入
防
止
と
人
の
出
入
り
の
際
の
消

毒
の
徹
底
が
重
要
で
す
。
家
畜
伝
染
病
が
発

生
し
た
場
合
は
、
県
が
行
う
防
疫
措
置
に
協

力
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
初
動
対
応
が
行

え
る
よ
う
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

対
策
本
部
の
設
置
や
住
民
へ
の
広
報
、
県
と

連
携
し
た
ま
ん
延
防
止
措
置
の
実
施
等
、
具

体
的
な
対
応
手
順
を
整
え
て
い
ま
す
。
家
畜

伝
染
病
に
は
予
防
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
補
助
も
し
て
い
ま
す
。

給
支
援
事
業
等
に
よ
り
若
者
の
移
住
、
定
住

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
⃝②
若
者
世
代
の

単
身
者
は
非
常
に
多
く
、
財
源
や
定
住
確
認
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
非
常
に
難

し
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
支
援
対
象
に
加
え
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問 

除
雪
事
業
者
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う

❶
除
雪
体
制
の
現
状
❷
除
雪
事
業
者
の
確
保

答
弁 

⃝①
平
均
的
な
新
雪
除
雪
経
費
の
70
％

相
当
額
を
各
業
者
に
前
払
い
し
、
小
雪
等
で

基
本
料
に
満
た
な
く
て
も
精
算
し
な
い
当
市

独
自
の
除
雪
基
本
料
前
払
い
制
度
で
除
雪
体

制
の
維
持
、
継
続
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⃝②
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
は
、
ご
提
案
の
あ

っ
た
担
い
手
の
育
成
等
、
他
市
の
状
況
も
勉

強
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

太
田
祐
子 

議
員

根
津
年
夫 

議
員
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松之山「美人林」の
環境整備から生まれた
間伐材で作った
木製玩具

森
林
整
備
の
必
要
性
と
木
育
推
進

大
雪
に
よ
る
学
校
休
校
に
つ
い
て

医
療
・
介
護
は
最
重
要
課
題

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を

質
問 
森
林
保
全
と
整
備
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
市
民
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
子

育
て
環
境
の
充
実
が
、
移
住
・
定
住
の
理
由

の
上
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
環
境
づ
く
り

条
例
の
中
に
あ
り
ま
す「
自
然
環
境
の
保
全
」

に
、
木
育
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
木
育
推
進
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

答
弁 

松
之
山
自
治
振
興
会
で
は
、
松
之
山

美
人
林
の
間
伐
材
を
加
工
し
た
木
製
お
も
ち

ゃ
を
松
之
山
地
域
に
生
ま
れ
て
く
る
新
生
児

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
、
ぜ
ひ
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
産
業
フ
ェ
ス
タ

の
イ
ベ
ン
ト
や
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
が
主
催

す
る
森
フ
ェ
ス
な
ど
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
特
に
産
業
フ
ェ
ス
タ
で
の
妻
有
住
ま

い
を
作
る
会
の
木
の
お
も
ち
ゃ
広
場
や
か
ん

な
く
ず
プ
ー
ル
、
木
工
体
験
教
室
が
大
盛
況

で
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
子
供
か
ら
大

人
も
含
め
た
木
材
や
木
製
品
と
の
触
れ
合
い

を
通
じ
て
木
材
へ
の
親
し
み
や
木
の
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
て
、
木
材
の
よ
さ
や
利
用
の

意
義
を
知
っ
て
も
ら
う
木
育
活
動
を
暮
ら
し

の
中
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に

意
義
深
く
価
値
あ
る
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

質
問 

大
雪
に
よ
る
急
な
休
校
は
、
共
働
き

の
現
代
、
働
く
親
に
と
っ
て
は
職
場
の
理
解

を
得
づ
ら
い
面
も
あ
り
ま
す
。
他
市
の
例
で

質
問 

基
幹
病
院
、
十
日
町
病
院
の
現
状
と

医
師
確
保
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
弁 

基
幹
病
院
の
計
画
で
は
３
２
８
床
で

し
た
が
現
在
の
稼
働
病
床
数
は
３
０
８
床
で

す
。
計
画
に
達
し
て
い
な
い
主
な
要
因
は
、

若
手
職
員
の
比
率
が
高
く
、
産
休
、
育
休
に

よ
る
欠
員
が
想
定
よ
り
多
か
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
10
月
現
在
の
医
師
数
は
80
人
で
す
。

医
師
確
保
に
向
け
、
県
と
連
携
し
新
大
各
医

局
と
の
関
係
を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
材
確

保
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
活
用
等
を
拡
大

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
十
日
町
病
院
の

病
床
数
は
２
７
５
床
、
11
月
現
在
の
常
勤
医

師
数
は
25
人
で
す
。
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、

関
係
の
皆
様
か
ら
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
し
、
市
で
も
病
院
と
連
携
し
医
師
確
保
支

援
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

質
問 

介
護
保
険
第
７
期
計
画
の
概
要
は
。

答
弁 

介
護
予
防
・
重
度
化
防
止
等
の
取
組

内
容
と
目
標
を
記
載
す
る
こ
と
、
２
割
負
担

者
の
う
ち
所
得
の
高
い
層
の
負
担
割
合
を
３

割
に
す
る
こ
と
等
が
新
た
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

質
問 

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
約
５
千
２

百
人
と
な
っ
て
い
る
が
空
き
ベ
ッ
ド
が
27
床

あ
る
。
介
護
士
不
足
が
原
因
で
は
な
い
か
。

答
弁 
施
設
か
ら
介
護
人
材
不
足
と
聞
い
て

い
ま
す
。
人
材
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
対
応
し

き
れ
な
い
部
分
が
ベ
ッ
ド
の
空
き
に
つ
な
が

す
が
、
親
の
送
迎
を
条
件
に
一
部
開
放
な
ど

柔
軟
な
対
応
が
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

ご
家
庭
に
よ
っ
て
は
、
保
護
者
が
出

勤
し
た
後
の
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
大
人
が

見
つ
か
ら
ず
苦
慮
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
大
雪
で
児
童
生
徒
の

登
下
校
時
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い
と
き
に

は
、
や
む
を
得
ず
臨
時
休
業
に
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
る
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
や
感
染
症
、

事
件
、
事
故
等
に
よ
っ
て
も
休
業
な
ど
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小

学
校
入
学
前
に
行
わ
れ
る
一
日
入
学
な
ど
の

折
に
、
臨
時
休
業
の
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
で
ど
う
い
う
対
応
を
と
る
か
を
考
え
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
保
護
者
に
知
ら

せ
る
よ
う
各
学
校
に
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

る
一
因
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問 

政
府
の「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」

で
は
「
介
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、
２

０
１
７
年
度
予
算
に
お
い
て
、
月
額
平
均
一

万
円
相
当
の
処
遇
改
善
を
行
う
。
こ
れ
に
よ

り
、
自
公
政
権
の
も
と
、
合
計
で
月
４
万
７

千
円
の
改
善
が
実
現
す
る
。」
と
な
っ
て
い

る
。
本
当
か
、
状
況
把
握
は
し
て
い
る
か
。

答
弁 

国
の
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
加
算
に

関
し
、
最
高
で
３
万
７
千
円
の
加
算
が
す
で

に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
土
台
に
、
さ
ら

に
働
き
方
改
革
の
考
え
方
を
上
積
み
し
て
合

計
４
万
７
千
円
に
す
る
と
い
う
こ
と
か
と
思

い
ま
す
。
市
内
15
の
事
業
者
が
処
遇
改
善
の

取
組
み
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

大
嶋
由
紀
子 

議
員

安
保
寿
隆 

議
員

●市内の特養ホームの現状

施設名 定員 入 所
者 数

待 機
者 数

介護職員数

正 規
職 員

非正規
職　員

広域型特
養ホーム 557 533 3,624 191 68

地域密着
型 特 養
ホ ー ム

116 113 1,555 45 19

合　計 673 646 5,179 236 87

※待機者数は各施設への重複申込者を含む。
安保寿隆議員作成
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当
市
の
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
把
握
と

高
齢
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

看
護
専
門
学
校
の
こ
れ
か
ら
と
、

大
地
の
芸
術
祭
と
学
校
教
育
に
つ
い
て

質
問 

平
成
26
年
に
実
施
さ
れ
た
ひ
き
こ
も

り
実
態
把
握
調
査
の
概
要
と
、
そ
の
後
の
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
支
援
の
進
展
や
状
況
は
。

答
弁 

市
全
域
で
１
４
４
人
の
ひ
き
こ
も
り
、

ひ
き
こ
も
り
と
思
わ
れ
る
人
が
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
直
接
本
人
へ
の
調

査
で
は
な
く
把
握
し
き
れ
な
い
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
民
生
委
員
の
調
査
自
体
は

十
分
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
今
年
度
、

学
校
訪
問
を
開
始
し
、
主
に
中
学
校
で
不
登

校
を
出
さ
な
い
学
校
体
制
に
つ
い
て
指
導
を

繰
り
返
し
行
っ
て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
対

策
で
は
、
福
祉
課
と
情
報
共
有
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
支
援
団
体
と
の
関
係

を
大
事
に
し
、
学
校
教
育
課
、
教
育
セ
ン
タ

ー
と
し
て
で
き
る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

質
問 

不
登
校
生
徒
に
対
し
、
そ
の
後
の
進

学
等
を
経
て
、
ひ
き
こ
も
り
へ
と
向
か
う
可

能
性
を
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁 

過
去
に
不
登
校
で
あ
っ
た
ケ
ー
ス
が

比
較
的
多
く
義
務
教
育
終
了
後
、
何
も
支
援

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、
情
報
を

一
元
化
し
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
個
々
に

応
じ
た
支
援
を
継
続
的
に
行
え
る
体
制
の
構

築
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

不
登
校
や
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
、

一
部
の
人
が
ひ
き
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

対
し
、
福
祉
課
は
ど
の
よ
う
に
対
処
、
対
応

質
問 

看
護
専
門
学
校
の
❶
関
係
者
と
の
協

議
状
況
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
❷
学
生

確
保
の
見
通
し
は
。
❸
こ
こ
で
学
び
、
こ
こ

で
働
き
た
い
と
思
え
る
環
境
整
備
の
考
え
は
。

答
弁 

⃝①
施
設
の
基
本
設
計
は
、
よ
う
や
く

協
議
が
終
了
す
る
見
込
み
で
す
。
今
後
の
実

施
設
計
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
議
論
を
重
ね
、

施
設
の
機
能
性
を
高
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

⃝②
公
立
の
利
点
と
し
て
、
学
費
を
抑
え
専
門

教
育
を
受
け
る
環
境
が
生
活
圏
域
に
整
う
こ

と
と
、
当
圏
域
内
の
看
護
系
学
校
へ
の
進
学

状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
定
員
確
保
は
可
能
と

考
え
ま
す
。
県
と
連
携
し
確
保
策
に
取
り
組

み
ま
す
。
⃝③
現
実
に
地
域
社
会
で
活
躍
す
る

先
輩
の
姿
が
最
も
心
に
響
く
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、

現
場
で
活
躍
す
る
人
の
生
の
声
を
発
信
し
、

地
域
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
を
関
係
機
関
と
連
携
し
、
高
校
生
や
中

学
生
に
向
け
、
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問 
❶
大
地
の
芸
術
祭
を
学
校
教
育
に
生

か
す
考
え
は
あ
る
か
。
❷
学
校
教
育
に
生
か

す
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
す

る
か
。
❸
そ
の
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、
ど

ん
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
の
か
。

し
て
き
た
か
。
ま
た
、
確
実
に
高
齢
化
す
る

ひ
き
こ
も
り
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

答
弁 

今
年
度
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

の
中
で
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
相
談
と
い
た
し
ま
し

て
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
働
く
こ
と
に
不
安

の
あ
る
方
な
ど
の
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
、
複
合
的
な
施
設
を
法
人
で
準
備
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ひ
き
こ
も
り
の
方
な
ど

の
就
労
訓
練
事
業
を
計
画
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
高
齢
の
方
、
擁
護
者
へ
の
対
応
を

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
状
況
が
悪
化
す
る
手
前
の
段
階
で
連

携
し
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
も
高
齢
者
だ
け

で
な
く
全
世
代
に
広
げ
る
取
組
み
を
検
討
す

る
中
で
、
総
合
的
な
窓
口
な
ど
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁 

⃝①
学
校
が
大
地
の
芸
術
祭
と
接
点
を

持
つ
こ
と
で
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
推

進
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て

学
び
の
場
を
広
げ
、
深
め
る
貴
重
な
チ
ャ
ン

ス
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
芸
術
祭
を
学
校
教
育

に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
価
値
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
⃝②
大
き
く
３
つ
述
べ
る
と
、

地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
参
加
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
自
己
有
用
感

の
向
上
で
す
。
⃝③
学
校
と
芸
術
祭
を
つ
な
ぐ

仕
組
み
を
作
り
、
参
加
を
促
す
た
め
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
そ
の
役
割
は
、

学
校
と
芸
術
祭
が
う
ま
く
つ
な
が
る
よ
う
調

整
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
各
校

に
積
極
的
な
情
報
提
供
と
呼
び
か
け
を
行
い

ま
す
。

高
橋
俊
一 

議
員

小
林
弘
樹 

議
員
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長年の夢がかなった八箇峠道路の開通

（人）
65,000

60,000

62,058

58,911

55,643

52,345

48,967

52,824

50,000

平成17 平成22 平成27 平成32 平成37

55,000

50,000

45,000

人口問題研究所の推計値
（H17及びH22は実績値）

社人研の推計値に市の政策による
社会増を見込んだ推計値

●十日町市の人口推移

上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路

　
一
日
も
早
い
事
業
化
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

質
問 
国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め
て
い
る

八
箇
峠
道
路
が
一
部
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
続
く
十
日
町
道
路
を
促
進
さ
せ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。
❶
ア
ク
セ
ス
道

と
な
る
高
山
水
沢
線
の
進
捗
状
況
❷
十
日
町

イ
ン
タ
ー
周
辺
予
定
地
の
農
業
に
与
え
る
影

響
と
導
入
す
る
機
能
と
施
設
に
つ
い
て
❸
具

体
的
な
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

答
弁 

⃝①
昨
年
度
、
起
点
の
国
道
２
５
３
号

側
か
ら
高
山
城
之
古
線
ま
で
の
測
量
を
、
今

年
度
は
川
治
川
に
架
設
す
る
橋
梁
の
詳
細
設

計
と
地
質
調
査
、
起
点
側
の
交
差
点
や
道
路

の
詳
細
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
来
年
度
以
降

も
継
続
的
に
事
業
を
進
め
る
考
え
で
す
が
、

道
路
延
長
も
長
く
、
多
く
の
方
に
負
担
を
か

け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⃝②
用
地
確
保
に
よ
り
周
辺
地
農
業
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
道

路
整
備
と
合
わ
せ
て
ほ
場
整
備
事
業
を
行
う

こ
と
が
適
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
地
の
利

用
集
積
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
老
朽
化
し

た
導
水
路
等
の
施
設
更
新
が
図
ら
れ
、
地
域

農
業
が
活
性
化
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
基
本
計
画
の
策
定
で
、
導
入
す
る
機

能
は
、
よ
り
有
効
的
で
実
現
性
の
高
い
機
能

を
検
討
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
商
業
施
設
等
が
乱
立
す
る
懸
念
も
あ

質
問 

人
口
減
少
の
現
状
と
課
題
は

答
弁 

27
年
に
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

将
来
人
口
の
推
計
で
は
、策
定
当
時
５
万
５
、

６
４
３
人
か
ら
、
以
降
年
間
３
７
０
人
の
自

然
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
人
口
減
少
対
策

と
し
て
、
移
住
、
定
住
促
進
策
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
雇
用
対
策
、
就
農
支
援
、
高
等

教
育
機
関
の
設
置
等
を
行
う
な
ど
の
転
出
抑

制
に
取
組
み
、
37
年
に
５
万
人
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

質
問 

単
身
者
の
若
者
へ
の
定
住
促
進
助
成

が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
考
え
る
か

答
弁 

今
回
、
定
住
促
進
助
成
事
業
に
は
、

ひ
と
り
親
世
帯
だ
け
を
加
え
ま
し
た
。
単
身

者
の
転
入
者
は
年
間
２
０
０
名
を
超
え
る
と

思
わ
れ
、
そ
の
方
々
が
転
勤
な
の
か
定
住
さ

れ
る
の
か
見
極
め
が
難
し
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
問
題
か
ら
調
査
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
お
ら
れ
る
方
へ
の
変
更
も
あ
り
、

ど
こ
に
線
引
き
を
す
る
の
か
や
財
源
の
問
題

も
あ
り
、
単
身
者
を
助
成
対
象
に
加
え
る
こ

と
は
現
在
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問 

地
元
就
職
促
進
の
た
め
に
保
護
者
向

け
企
業
説
明
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か

答
弁 
や
は
り
親
御
さ
ん
の
意
向
は
非
常
に

働
く
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か

ら
始
め
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
、
来
年
は
高
校

生
に
も
広
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

り
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る
う
え
で
法
的
な

規
制
や
誘
導
手
法
を
用
い
、
自
然
や
景
観
、

営
農
環
境
へ
配
慮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ク
セ
ス
を
活
か
し
た
物
流
機
能
等
、

既
存
の
工
業
団
地
等
を
活
用
し
た
機
能
連
携

を
見
据
え
て
、
周
辺
土
地
利
用
は
、
有
効
的

か
つ
必
要
最
小
限
に
す
る
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。
⃝③
ル
ー
ト
帯
の
決
定
後
に
測
量
や
調

査
が
行
な
わ
れ
て
、
道
路
法
線
が
決
定
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
土
地
利
用
の
基
本
計
画
は

地
形
図
に
具
体
的
な
計
画
を
落
と
し
込
む
作

業
で
す
の
で
、
市
と
し
て
は
道
路
法
線
の
検

討
状
況
の
進
捗
に
併
せ
、
基
本
計
画
の
策
定

に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
中
で
親
御
さ
ん
を
ど
う
巻
き
込
ん
で
い
け

る
か
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
か
、
関

係
す
る
商
工
会
議
所
や
学
校
教
育
課
と
こ
れ

か
ら
協
議
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問 

移
住
定
住
施
策
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
充
実
を

答
弁 

必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
作
成
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
も
新
た
な
制
度
を
加
え
た
り
創
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
も
含
め
て
刷
新
を
図

る
検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
。
何
と
か
年
内
に

は
発
行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ネ
ー
ミ

ン
グ
も
非
常
に
重
要
な
要
素
で
、
他
自
治
体

を
参
考
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
移
住
、

定
住
の
情
報
が
多
く
あ
る
中
で
、
当
市
も
負

け
ず
に
、
そ
う
い
う
情
報
に
埋
も
れ
な
い
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
沢
幸
子 

議
員

富
井
高
志 

議
員
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●ふるさと納税活用 起業・創業事業費
（例：1,000万円）

【従来の資金計画例】

【新制度活用資金計画例】

自己・借入資金（例：700万円） 補助金
（例：300万円）

補助金
（例：300万円）

補助金
（例：300万円）

ふるさと納税の活用（例300万円）
（使途を明確したクラウドファンディング型）

自己・借入資金
（例：400万円）

小野嶋哲雄議員 作成

苦労した秋の稲刈

起
業
家
支
援
、移
住
・
交
流
推
進

�

支
援
の
拡
大
を
求
む

農
業
応
援
対
策

質
問 

当
市
最
大
の
政
治
課
題
で
あ
る
高
齢

化
・
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
経
済
の
縮
小
の

打
開
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
総
務
省
の
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
へ
の
取
組
み
と
制
度
の
拡
充
内
容
を
伺
い

ま
す
。
起
業
・
創
業
者
の
最
大
の
課
題
は
資

金
の
調
達
で
す
が
、
国
が
特
別
交
付
税
措
置

を
約
束
す
る
こ
と
に
よ
る
市
の
支
援
策
の
拡

充
は
。
ま
た
、
移
住
・
交
流
推
進
の
裾
野
の

拡
大
、
納
税
者
と
の
継
続
的
な
つ
な
が
り
も

対
象
事
業
と
な
る
が
、
市
の
制
度
を
活
か
し

た
さ
ら
な
る
支
援
の
拡
大
策
は
。

答
弁 

総
務
省
が
示
し
た
今
回
の
制
度
は
、

納
税
者
と
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
使

い
道
を
事
前
に
示
し
て
寄
附
を
募
る
こ
と
で
、

寄
附
文
化
の
醸
成
を
図
り
、
さ
ら
な
る
制
度

の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
総
務
省
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
起
業
支
援
や
移
住
・
定
住
推
進
施
策
に

取
り
組
む
自
治
体
に
、
特
別
交
付
税
措
置
等

で
支
援
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市

が
行
っ
て
き
た
起
業
支
援
や
移
住
・
定
住
へ

の
取
組
み
の
後
押
し
と
し
て
、
大
い
に
歓
迎

し
て
お
り
、
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
起
業
家
支
援
で
は
、
公
募
し
た
起

業
プ
ラ
ン
に
対
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附

金
を
募
り
、
初
期
投
資
に
係
る
資
金
調
達
を

質
問 

❶
農
業
と
い
う
産
業
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
る
か
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
❷

今
年
度
の
稲
作
に
つ
い
て
、
一
等
米
比
率
の

低
下
や
刈
り
取
り
不
能
田
が
あ
る
こ
と
を
災

害
と
認
定
し
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

は
出
来
な
い
か
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

❸
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
除
と
対
策
支
援
❹

今
日
の
農
業
情
勢
（
農
協
改
革
、収
入
保
険
、

種
子
法
廃
止
）
な
ど
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

⃝①
当
市
に
と
っ
て
農
業
は
基
幹
産
業

で
す
。
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
米
の
産
地
で
あ

り
、
畜
産
、
園
芸
等
も
含
め
、
日
本
一
の
農

業
産
地
と
し
て
発
展
を
続
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養

な
ど
の
多
面
的
機
能
を
有
し
、
近
年
で
は
観

光
資
源
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
農
村
の
高
齢
化
、
人
口
減
少
等
で
地
域

の
共
同
活
動
等
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
多

面
的
機
能
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
国
県
と
共
に
地
域
活
動
へ
の
支
援
を
行

い
、
多
面
的
機
能
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
⃝②
収
量
減
少
や
品
質
低

下
は
水
稲
共
済
な
ど
、
保
険
制
度
で
対
応
す

べ
き
も
の
で
、
刈
取
り
を
諦
め
た
こ
と
を
行

政
が
災
害
と
み
な
し
対
応
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
市
は
引
き
続
き
、
気
象
変
動
に
強

い
米
作
り
、
倒
伏
さ
せ
な
い
管
理
の
徹
底
、

適
正
な
作
期
分
散
へ
の
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

応
援
し
ま
す
。
市
町
村
が
上
乗
せ
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
場
合
は
、
国
か
ら
特
別
交
付

税
に
よ
る
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。
移
住
交
流

促
進
で
は
、
市
や
地
域
が
行
う
空
き
家
、
古

民
家
活
用
に
よ
る
移
住
者
向
け
住
宅
等
の
整

備
、
新
規
の
就
業
者
、
就
農
者
の
た
め
の
環

境
整
備
な
ど
を
対
象
と
し
て
お
り
、
地
方
へ

の
人
口
流
入
を
目
指
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納

税
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
継
続
的
な
つ
な
が

り
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
市
で
は
制

度
の
構
築
、
寄
附
者
と
地
域
の
関
係
づ
く
り

の
基
礎
を
整
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
い
ち
早
く
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
が
重
要

課
題
と
し
て
推
進
す
る
人
口
減
少
対
策
の
一

助
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⃝③
家
畜
の
防
疫
は
、
各
経
営
者
の
責
任
で
行

う
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
市
で
は
畜
産
支
援

の
一
環
と
し
て
防
鳥
網
等
の
購
入
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
⃝④
農
協
法
改
正
を
含
む

制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
さ
ら
に
農
業
者
に

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

今
後
の
自
己
改
革
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
収

入
保
険
制
度
は
31
年
度
か
ら
生
産
者
の
収
入

を
支
え
る
制
度
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
す
。
制

度
を
知
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
方
か
ら
加
入

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
30
年

度
以
降
も
県
が
責
任
を
持
っ
て
、
優
良
種
子

を
供
給
す
る
た
め
の
予
算
と
人
員
を
確
保
す

る
よ
う
、
既
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
市
で
は

国
の
制
度
改
革
を
的
確
に
捉
え
、
市
内
生
産

者
の
所
得
向
上
と
産
地
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

小
野
嶋
哲
雄 

議
員

滝
沢
　
繁 

議
員
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冬の笹山遺跡

来
年
度
か
ら
の
笹
山
遺
跡
と
大
地

の
芸
術
祭
の
事
業
展
開
策
を
提
案

国
保
は
都
道
府
県
化
後
も
、

　
市
民
の
医
療
保
障
充
実
の
カ
ギ

質
問 
笹
山
遺
跡
に
衣
食
住
遊
の
体
験
観
光

交
流
拠
点
を
つ
く
る
べ
く
専
任
の
人
物
を
配

し
基
本
施
設
設
備
を
設
け
て
ほ
し
い
。

答
弁 

新
博
物
館
の
開
館
に
あ
わ
せ
て
、
縄

文
文
化
を
体
験
、
体
感
す
る
施
設
の
整
備
と

機
会
の
提
供
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
人
的
支
援
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問 

大
地
の
芸
術
祭
は
、
い
ま
ま
で
の
経

緯
と
実
績
及
び
将
来
へ
の
継
続
性
を
か
ん
が

み
、
事
業
の
展
開
策
を
変
更
す
べ
く
広
く
市

民
に
問
う
べ
き
だ
。

答
弁 

第
１
回
展
か
ら
３
回
展
ま
で
は
、
市

町
村
の
負
担
金
と
県
の
補
助
金
を
主
な
財
源

と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は

国
か
ら
の
補
助
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
売
り
上

げ
、
寄
附
協
賛
金
を
大
き
な
財
源
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
６
回
展
の
決
算
で
当
市
と

津
南
町
の
負
担
金
の
占
め
る
割
合
は
お
よ
そ

16
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
補

助
金
が
ず
っ
と
続
く
か
ど
う
か
不
明
確
で
す

し
、
寄
附
協
賛
金
も
時
代
の
趨
勢
に
よ
っ
て

変
動
し
が
ち
な
面
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
行

政
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
力
を
活
用
し
な
が

ら
、
安
定
し
た
事
業
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問 

今
後
の
市
の
仕
事
と
財
政
負
担
を
考

え
る
と
き
、
こ
の
二
大
事
業
の
財
団
化
を
提

質
問 

❶
仮
算
定
結
果
で
市
町
村
ご
と
に
差

異
が
あ
る
要
因
は
。
本
算
定
後
徴
収
は
い
つ

か
ら
か
。
❷
統
一
保
険
料
へ
の
道
は
、
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
上
、
保
険
料
の
値
上

げ
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
ど
う
考
え
る
か
。

❸
都
道
府
県
化
す
る
か
ら
と
言
っ
て
公
的
責

任
を
自
己
責
任
や
助
け
合
い
に
矮
小
化
で
き

な
い
。
国
保
運
営
は
市
民
の
医
療
保
障
充
実

の
鍵
を
握
っ
て
い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁 

⃝①
標
準
保
険
料
額
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
所
得
水
準

や
医
療
費
水
準
、
前
年
度
の
交
付
金
の
精
算

に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
30
年
度
と
28
年

度
の
伸
び
率
の
増
減
が
大
き
い
の
は
、
今
ま

で
市
町
村
に
入
っ
て
い
た
前
期
交
付
金
が
今

度
県
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
医
療
水

準
や
所
得
水
準
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
な

ど
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
の
が
県
の
分
析

で
す
。
県
の
国
保
運
営
方
針
で
は
暫
定
賦
課

は
廃
止
の
方
向
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
４
月
と
７
月
の
２
回
に
分
け

て
賦
課
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
都
道
府
県

化
に
よ
り
、
４
～
６
月
ま
で
の
暫
定
期
間
を

廃
止
し
、
７
月
に
賦
課
を
１
回
行
い
、
納
付

月
を
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
９
か
月
間

と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
⃝②
県
で

は
医
療
費
格
差
が
縮
ま
な
け
れ
ば
統
一
は
行

わ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
統
一
化

案
す
る
。
全
世
界
的
テ
ー
マ
を
世
界
に
発
信

し
て
、
内
外
の
英
知
と
人
材
、
そ
し
て
資
金

を
集
め
て
い
く
べ
き
だ
。

答
弁 

笹
山
遺
跡
に
は
、
す
で
に
組
織
が
あ

り
、
地
域
と
一
緒
に
活
動
す
る
つ
も
り
で
す

の
で
組
織
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
芸
術
祭

で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
首
都
圏
の
若
手
経
営
者
を
中
心
に
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
結
成
さ
れ
、
各

人
の
得
意
分
野
を
中
心
に
多
大
な
サ
ポ
ー
ト

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
継
続
展
開
に
向
け

て
徐
々
に
体
制
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

当
面
は
現
状
の
ま
ま
実
施
し
、
情
勢
に
合
わ

せ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
医
療
費

格
差
や
保
険
料
の
収
納
率
格
差
が
あ
り
、
慎

重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
な
独
自
減
免

に
つ
い
て
は
、
本
算
定
後
、
保
険
税
を
特
定

健
診
等
の
独
自
事
業
に
充
て
る
の
か
、
多
子

世
帯
や
低
所
得
者
の
基
本
と
な
る
金
額
を
低

く
す
る
た
め
に
充
て
る
の
か
、
運
営
協
議
会

に
諮
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
⃝③
国

民
皆
保
険
を
し
っ
か
り
堅
持
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
制
度
が
壊
れ
な

い
よ
う
に
守
る
責
務
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
当
市
は
、
ほ
か
の
自
治
体
よ
り
収
納
率

が
高
く
、
そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
な
が
ら

本
算
定
で
は
適
切
な
保
険
料
の
策
定
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

樋
口
利
明 

議
員

鈴
木
和
雄 

議
員

市町村名

一人当たり標準保険料額
Ｈ30年度
一人当たり
保 険 料 額

Ｈ28年度
一人当たり
保 険 料 額

保 険 料 額
平均伸び率
H30/H28比

県 平 均 89,311 100,594 −5.77

十日町市 89,752 96,515 −3.57

魚 沼 市 80,469 103,036 −11.63

南魚沼市 85,552 105,588 −9.99

津 南 町 107,241 116,139 −3.91

湯 沢 町 86,019 101,471 −7.93

●国保仮算定結果（魚沼医療圏のみ抜粋）
� 単位：円・％

（鈴木和雄議員作成）
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旧中央公民館前の「翔炎」

じょうもん市2014　夜祭り聖火台

大
地
の
芸
術
祭
・
公
民
館
、社
会
教

育
の
在
り
方
を
問
う

祝
い
唄
天
神
ば
や
し
の
条
例
制
定
、
笹
山
遺

跡
で
の
火
焔
の
都
整
備
事
業
の
早
急
な
実
施

質
問 

今
般
の
衆
院
選
挙
を
受
け
た
市
長
の

政
治
姿
勢
は
。

答
弁 

今
ま
で
以
上
に
民
意
に
耳
を
澄
ま
せ
、

市
民
の
声
な
き
声
を
市
政
に
反
映
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

大
地
の
芸
術
祭
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
❶
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
と
関
連
付
け
た

第
８
回
展
の
開
催
年
は
。
❷
20
年
以
上
経
過

し
た
運
営
体
制
の
今
後
の
在
り
方
は
。

答
弁 

⃝①
３
年
に
１
度
で
す
の
で
開
催
は
２

０
２
１
年
が
基
本
で
す
。
７
回
展
か
ら
２
０

２
０
年
の
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
、
そ
し
て
８
回

展
へ
と
怒
涛
の
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
効
果

的
な
方
法
を
時
期
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

国
を
挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
芸

術
祭
も
四
季
の
取
組
み
等
と
連
動
し
て
一
緒

に
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
⃝②
芸

術
祭
が
こ
こ
ま
で
発
展
し
て
き
た
の
は
、
北

川
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

歴
史
と
経
験
、
理
念
を
次
の
世
代
へ
ス
ム
ー

ズ
に
世
代
交
代
で
き
る
よ
う
地
域
と
一
緒
に

取
組
み
、
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

社
会
教
育
・
公
民
館
活
動
の
在
り
方

に
つ
い
て
❶
中
山
龍
次
元
町
長
の
公
民
館
設

立
の
理
念
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

❷「
翔
炎
」の
移
転
保
存
❸
市
展
等
新
公
民

館
・
文
化
ホ
ー
ル
の
使
い
勝
手
は
。

質
問 

市
内
の
宴
席
の
祝
い
唄
天
神
ば
や
し

を
伝
統
文
化
継
承
と
十
日
町
地
域
の
魅
力
発

信
の
た
め
に
条
例
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁 

今
も
盛
ん
に
歌
わ
れ
て
お
り
、
地
域

の
大
切
な
伝
統
文
化
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
の
趣
旨
と
し
て
、
伝
統
文
化
の
継

承
、
ま
た
、
天
神
ば
や
し
が
歌
わ
れ
る
前
は

席
を
立
た
な
い
と
い
う
風
習
か
ら
、
30
・
10

運
動
な
ど
の
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
取
組
み
や
、

地
酒
や
地
元
食
材
の
消
費
拡
大
な
ど
、
様
々

な
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
に
お
い
て

も
天
神
ば
や
し
を
歌
う
風
習
の
な
い
地
域
が

あ
る
こ
と
や
、
ほ
か
に
も
継
承
す
べ
き
伝
統

文
化
が
あ
る
こ
と
、
飲
酒
で
き
な
い
方
や
健

康
へ
の
配
慮
も
し
な
が
ら
、
市
の
魅
力
発
信

や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
内
容
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
他
市

の
事
例
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
条
例
制
定

に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
、
議
員
の
皆
様
と

一
緒
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

笹
山
遺
跡
周
辺
の
火
焔
の
都
整
備
事

業
が
な
か
な
か
前
進
し
な
い
。
東
京
五
輪
前

に
完
成
の
新
博
物
館
だ
け
で
は
縄
文
見
学
者

の
満
足
が
心
配
だ
。
笹
山
遺
跡
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
施
設
整
備
要
望
書
も
出
て
い
る
。

火
焔
の
都
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
縄
文
公
園

を
早
急
に
整
備
し
な
い
か
。
国
宝
展
示
施
設

答
弁 

⃝①
公
民
館
活
動
を
と
お
し
て
、
地
域

を
担
う
教
養
あ
る
人
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
た

中
山
龍
次
元
町
長
の
理
念
は
、
現
在
の
社
会

教
育
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
今
の
時
代
に
応
じ
た
公
民
館
活
動

を
展
開
し
、
社
会
教
育
団
体
や
市
民
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
主
役
と
な
る

人
材
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

⃝②
現
在
進
め
て
い
る
児
童
遊
園
施
設
の
屋
外

広
場
の
具
体
的
な
計
画
段
階
で
、
移
設
場
所

の
検
討
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
⃝③

来
場
者
か
ら
は
お
お
む
ね
好
評
で
し
た
が
、

作
品
の
展
示
方
法
や
照
明
な
ど
、
い
く
つ
か

の
課
題
も
あ
り
、
今
後
、
関
係
者
と
改
善
策

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
造
る
か
。

答
弁 

新
博
物
館
建
設
と
合
わ
せ
、
縄
文
文

化
を
体
験
す
る
場
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望
書
を
受
け
、
現
在
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

計
画
を
始
め
、
30
年
度
か
ら
５
年
を
か
け
て

発
掘
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
を
機
に
笹
山
で
縄
文
体
験
が
で
き
る
よ

う
な
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
ま
ず
は
地
元
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
文
化
庁
や
市
民
の
皆
様
か
ら
協
力
を

い
た
だ
き
、
中
心
市
街
地
に
国
宝
も
展
示
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
。
笹
山
で
の

国
宝
展
示
も
当
然
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
し
、
監
督
官
庁
の
指
導
の
中
で
、
ど
う
い

う
も
の
が
あ
れ
ば
国
宝
が
展
示
で
き
る
の
か

も
含
め
、
検
討
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

藤
巻
　
誠 

議
員

吉
村
重
敏 

議
員
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14人乗りバス

市
内
の
交
通
弱
者
、
障
が
い
を
持

つ
方
や
家
族
の
交
通
確
保
対
策
は

質
問 
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
、
重
度

障
が
い
者
の
方
々
の
ご
家
族
の
高
齢
化
で
送

迎
等
へ
の
不
安
の
声
が
聞
か
れ
る
。
❶
障
が

い
の
あ
る
方
や
付
き
添
い
の
ご
家
族
の
通
院

や
買
い
物
の
交
通
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
❷
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
利
用
し
て
い

る
か
。
❸
今
後
の
交
通
確
保
対
策
は
。

答
弁 

⃝①
交
通
確
保
対
策
と
し
て
、
高
齢
者

外
出
支
援
事
業
を
利
用
し
て
い
る
方
を
除
き
、

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
ま
た
は
通
院
、
通
所
交

通
費
の
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
タ
ク
シ

ー
利
用
券
の
助
成
は
５
０
０
円
の
券
を
20

枚
、
人
工
透
析
者
に
は
40
枚
交
付
し
て
い
ま

す
。
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
で
は
、
申
請

書
を
年
12
枚
、
人
工
透
析
者
に
は
24
枚
交
付

し
、
領
収
書
を
添
付
し
て
申
請
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
助
成
額
は
料
金
の
½
、
上
限
は
１

枚
に
つ
き
２
千
円
で
す
。
通
院
、
通
所
交
通

費
の
助
成
は
実
測
で
、
自
宅
か
ら
５
㎞
以
上
、

年
４
回
以
上
の
通
院
で
医
療
機
関
発
行
の
領

収
書
を
添
付
、
施
設
へ
の
月
15
日
以
上
か
つ

半
年
以
上
の
通
所
で
、
施
設
発
行
の
証
明
書

を
添
付
し
て
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
助
成
額

は
年
１
万
円
で
す
。
人
工
透
析
者
へ
は
、
自

宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の
距
離
に
応
じ
て
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
助
成
は
重

複
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

各
自
の
利
用
形
態
に
よ
っ
て
選
ん
で
い
た
だ

く
形
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
心
身
障
が
い
者

へ
は
、
通
所
に
伴
う
公
共
交
通
機
関
利
用
料

金
の
⅓
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
⃝②
助
成
要
件

対
象
者
１
、６
２
８
人
の
う
ち
、
助
成
者
数

は
９
２
５
人
で
、
率
に
し
て
56
・
8
％
で
す
。

⃝③
や
り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
他
市
の
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
福
祉
有

償
運
送
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
運
営
協
議
会

設
置
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
設
置
さ
れ

た
場
合
は
、
取
組
み
に
参
加
す
る
事
業
者
が

出
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
透
析
者
へ
の
交
通

費
助
成
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
と
の
距
離

が
離
れ
る
ほ
ど
交
通
費
に
対
す
る
助
成
割
合

が
低
く
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
合
理
的
な
助

成
方
法
が
な
い
か
研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

水
落
静
子 

議
員

　

次
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
１
日
㈭
か
ら

で
す
。
詳
し
い
日
程
は
、
２
月
下
旬
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま
す
。
決
ま
り
次
第

に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
住
所
・
氏
名
を
傍
聴
席
入
口

の
受
付
簿
に
記
入
し
、
入
場
し
て
く
だ
さ

い
。
学
校
な
ど
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、

事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
議
会
事
務
局　
☎
７
５
７
―
３
１
１
９

◆本会議で議員が市長に対して行う市政全般に関する
質問です。十日町市の事務の執行状況や市政の方針等
について質問し、報告または説明を求めることをいい、
定例会に限って許されます。一般質問は「通告制」に
なっており、質問者は、定例会開会日の10日前の正午
までに通告書を提出することが必要となっています。
十日町市の議員一人当たりの質問時間は、再質問と答
弁を含めて50分としています。

◆本会議で議題となっている議案等に関して、賛否等
の態度決定が可能となるよう、不明確な点について提
出者の説明や意見を求めるものです。質疑は、議題と
なったときにのみ可能です。質疑の回数は、会議規則
により、連続して１人３回以内に制限されており、ま
た、質疑の時には自己の意見を述べることはできま
せん。

議 会 用 語 解 説
一般質問

質　疑

市役所３階
この看板が目印

傍聴席入口です（自動ドア）

皆
さ
ん
も
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
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聴議会傍
12月1日、西小学校６年生37名が議会傍聴に来られました。
１日の議会傍聴後に、全員から寄せられた感想の一部をご紹介します。

　　議会議員の皆さん、議会を傍聴させて

いただきありがとうございました。政治活

動はよく分かりませんが、大変という事は

伝わってきました。

　　会を傍聴させてもらって、いい経験に

なりました。みなさんの様子をこれから参

考にして、がんばっていきたいです。もっ

ともっと、いろんな事にくわしくなって、

将来はみなさんみたいな仕事をして、十日

町をもっとよくしたいと思いました。

　　会では、いろいろな議題について話し

ていて、すべて市のために話し合ってくれ

ていてうれしかったです。

　　会は、議員が部長、課長に質問や意見

を言っていて、本当の会議をしているとい

うことが伝わってきました。

　　会中はとても緊張した

雰囲気で、聞いていたぼく

も緊張しました。

　　会は、小学校の代表委員会に似ていて、

議長が話していることなどが、参考になり

ました。

　　員さんや、市長さんを生で見ることが

できました。NHKなどで国会中継を目に

することがありましたが、十日町市の議会

は初めて見ることができました。各課の部

長さんや議員さんの言葉は分からないこと

だらけでしたが、ゆっくり、聞きやすく話

していたので、真似したいと思います。緊

迫感が傍聴していたぼくたちにも伝わって

きました。３、６、９、12月年４回も市民

の幸せを考え議会を開き、すごいと思いま

した。

　　会にいる皆さんは、十日町をよくする

ためにがんばっていることが分かりまし

た。学校のことや十日町のことを考えてく

れていると思いました。30分間見ている

間、とても関心をもつ、すばらしい議会で

した。私も議会にいる皆さ

んのように、基本的なこと

ができる私になりたいで

す。傍聴させていただきあ

りがとうございました。

市

議

議

議

議
議

議

議
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12月定例会議決結果
議案番号等 件　　　　　　　　　　　　　　　名 付託委員会

審査結果 採決状況 議決結果

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

149 専決処分の承認（平成29年度十日町市一般会計補正予算〔第４号〕）
ー 全員賛成 原案可決

150 専決処分の承認（平成29年度十日町市一般会計補正予算〔第５号〕）

151 十日町市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例制定

総務文教
可　　決 全員賛成 原案可決

152 十日町市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定

153 十日町市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定

154 十日町市犯罪のない安全・安心なまちづくり条例の一部を改正する条例制定

155 十日町市奨学金等貸与条例の一部を改正する条例制定

156 字の変更（県営中山間地域総合整備事業�六箇地区�田麦（小豆中子）換地区）

産業建設
可　　決 全員賛成 原案可決

157 字の変更（県営農地環境整備事業�当間地区�下村換地区）

158 字の変更（県営中山間地域総合整備事業�清津里山地区�七川換地区）

159 十日町市当間体験交流施設条例を廃止する条例制定

160 指定管理者の指定（十日町市職業訓練施設）

161 指定管理者の指定（仙田体験交流館）

162 指定管理者の指定（十日町市大厳寺牧場及び十日町市大厳寺畜舎）

163 指定管理者の指定（十日町市農産物加工直食施設）

164 指定管理者の指定（十日町市大厳寺高原森林総合利用施設、十日町市農林産物直売
所及び十日町市大厳寺高原森林総合利用休養休憩施設）

165 指定管理者の指定（越後妻有交流館キナーレ）

166 指定管理者の指定（珠川ネイチャーカレッジ）

167 指定管理者の指定（松之山温泉スキー場）

168 指定管理者の指定（鷹の湯）

169 市道の廃止（山野田原栄町線ほか47路線）

170 市道の認定（田麦広域農道線ほか106路線）

171 地籍調査事業による住所表示の変更に伴う関係条例の整理に関する条例制定

172 十日町市上水道給水条例の一部を改正する条例制定

173 十日町市手数料条例の一部を改正する条例制定

厚　　生
可　　決 全員賛成 原案可決

174 十日町市立保育所条例の一部を改正する条例制定

175 十日町市子育て支援センター条例の一部を改正する条例制定

176 指定管理者の指定（松代ゆうあいセンター）

177 指定管理者の指定（十日町市松代デイサービスセンターほのぼの園及び十日町市松
代デイサービスセンターつるかめ園）

178 指定管理者の指定（ゆうゆう荘）

179 平成29年度十日町市一般会計補正予算（第６号）

ー 全員賛成 原案可決

180 平成29年度十日町市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

181 平成29年度十日町市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第３号）

182 平成29年度十日町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

183 平成29年度十日町市介護保険特別会計補正予算（第３号）

184 平成29年度十日町市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

185 平成29年度十日町市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

186 平成29年度十日町市水道事業会計補正予算（第３号）

議会提
出議案 22 議員派遣 ー 全員賛成 原案可決
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会
派
自
由
の
風
は
、
縄
文
文
化
発
信
の
政

策
を
見
越
し
、「
縄
文
文
化
と
は
何
ぞ
や
」を

考
察
す
る
た
め
、
資
料
の
膨
大
な
三
内
丸
山

遺
跡
を
訪
ね
た
。
ま
た
外
国
人
急
増
の
高
野

山
を
訪
ね
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
き
っ
か

け
と
受
入
策
を
学
ん
だ
。さ
ら
に
特
異
な「
梅

お
に
ぎ
り
条
例
」
を
制
定
し
て
南
高
梅
産
業

の
発
展
と
町
民
健
康
に
多
く
の
政
策
を
展
開

中
の
和
歌
山
県
み
な
べ
町
な
ど
の
視
察
を
行

っ
た
。
簡
易
報
告
を
以
下
に
記
し
ま
す
。

　
７
月
５
日
は
青
森
市
の
国
史
跡
の
三
内
丸

山
遺
跡
。
津
軽
海
峡
を
は
さ
む
縄
文
遺
跡
群

が
世
界
遺
産
を
狙
っ
て
い
る
。
そ
の
中
心
が

三
内
丸
山
遺
跡
。
石
斧
で
削
っ
た
直
径
１
ｍ

の
栗
の
木（
６
本
で
櫓
組
）。
樹
の
内
皮
で
編

ん
だ
縄
文
ポ
シ
ェ
ッ
ト（
ク
ル
ミ
入
り
）。
小

石
を
２
個
を
入
れ
た
子
供
の
土
器
墓
。
石
で

丸
く
囲
っ
た
長
老
墓
。
動
物
と
魚
の
骨
と
加

工
品
。
幅
８
ｍ
の
遺
跡
内
道
路
跡
な
ど
縄
文

の
生
活
情
報
が
膨
大
で
縄
文
を
知
る
に
特
別

貴
重
な
遺
跡
。
同
６
日
は
五
能
線
列
車
で
世

界
遺
産
白
神
山
地
踏
査
へ
。
原
生
林
の
魅
力

と
保
護
施
策
を
体
感
し
た
。
翌
日
は
能
代
市

役
所
で
白
神
山
地
、
五
能
線
を
活
か
し
た
観

光
振
興
策
を
尋
ね
た
。

　
10
月
11
日
は
和
歌
山
県
み
な
べ
町
を
訪
れ

「
南
高
梅
」
行
政
を
尋
ね
た
。
優
良
品
種
を

開
発
し
た
先
人
を
手
厚
く
顕
彰
。「
南
高
梅
」

は
南
部
高
校
名
か
ら
命
名
。
町
民
の
70
％
が

梅
産
業
に
従
事
。
梅
お
に
ぎ
り
条
例
を
制
定
、

　
私
た
ち
は
、
互
い
の
思
想
信
条
を
大
切
に
、

自
由
闊
達
な
議
論
を
し
、
認
め
合
い
な
が
ら

地
域
を
見
回
り
、
生
の
声
を
拝
聴
し
、
切
実

な
要
望
を
い
か
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
具
現
化
し
、

具
体
的
な
政
策
へ
と
反
映
さ
せ
て
い
く
か
‼

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
現
場
主
義
を
根
底
に
会
派

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

①
地
域
と
行
政
の
橋
渡
し

　
松
之
山
浦
田
地
区
の
懸
案
と
な
っ
て
い
る

買
い
物
拠
点
施
設
の
維
持
継
続
に
つ
い
て
地

元
に
出
向
き
、
住
民
運
営
組
織
と
意
見
交
換

し
、
現
状
や
問
題
点
と
対
策
を
協
議
し
、
地

元
の
要
望
が
市
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
橋

渡
し
を
し
ま
し
た
。

②
定
例
議
会
で
の
一
般
質
問

　

よ
り
有
効
な
政
策
提
言
と
す
る
た
め
に
、

個
々
の
質
問
内
容
を
開
示
し
合
い
、
質
問
テ

ー
マ
の
決
定
や
政
策
の
具
体
化
に
向
け
相
談

や
議
論
を
し
あ
い
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

６
月
６
日
は
梅
お
に
ぎ
り
の
日
と
定
め
、

町
民
の
健
康
増
進
、
梅
産
業
の
維
持
発
展

を
図
っ
て
い
る
。
み
な
べ
町
は
南
魚
沼
市

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
「
南
高
梅
」
で
お
に
ぎ

り
を
作
り
、
日
本
橋
三
越
前
で
試
食
会
。

他
に
も
梅
シ
ス
テ
ム
で
世
界
農
業
遺
産
認

定
な
ど
政
策
努
力
が
多
い
。翌
12
日
は「
認

知
症
で
町
お
こ
し
」
で
全
国
の
注
目
の
御

坊
市
を
訪
れ
た
。
認
知
症
の
人
を
市
内
外

か
ら
集
め
る
本
人
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
を
開
催
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
す
る
側
、
さ
れ
る
側
と

い
う
認
識
を
改
め
、
認
知
症
本
人
の
声
に

耳
を
傾
け
、
と
も
に
生
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。
翌
13
日
は
真
言
密
教

の
高
野
町
で
観
光
政
策
を
聞
い
た
。
人
口

２
３
０
０
人
、
３
分
の
１
が
僧
侶
。
年
間

１
８
０
万
人
の
観
光
客
、
21
万
人
が
宿
泊
、

う
ち
７
万
人
が
欧
州
な
ど
の
外
国
人
。
フ

ラ
ン
ス
の
ル・モ
ン
ド
紙
の
特
集
、
熊
野・

高
野
山
世
界
遺
産
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
３
つ
星

で
激
増
。
宿
坊
や
精
進
料
理
、
写
経
、
朝

勤
行
な
ど
伝
統
文
化
が
魅
力
。
外
国
人
対

策
で
は
洋
式
公
衆
ト
イ
レ
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

—

Ｆ
ｉ
、
海
外
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
に
努
力
。
信
仰
の
高
野

山
と
観
光
産
業
「
高
野
山
」
の
両
立
を
課

題
と
し
て
い
た
。

③
会
派
視
察
を
提
案
に
繋
げ
る
活
動

　
視
察
先
な
ど
に
つ
い
て
各
自
の
関
心
事
を

持
ち
寄
り
協
議
の
上
決
定
し
ま
す
。
秋
に
愛

知
県
に
あ
る
当
市
と
同
規
模
の
豚
舎
を
訪
問

し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
臭
気
対
策
と
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
と
堆
肥
化
を
一
体
化
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
親
豚
百
頭
規
模
の
豚
舎
で
す
。

現
場
に
て
臭
気
の
度
合
い
を
確
認
し
な
が
ら

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
を
見
学
し
、
共
同
事

業
者
の
企
業
と
大
学
の
担
当
者
や
経
営
農
家

の
方
と
質
疑
応
答
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
続
い
て
奈
良
と
京
都
を
訪
れ
、
国
宝
の

メ
ッ
カ
に
お
け
る
保
護
と
活
用
に
つ
い
て
体

感
学
習
し
、
有
意
義
な
視
察
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
を
基
に
、
当
市
に
お
い
て
、
畜
産

の
発
展
を
目
指
し
た
臭
気
対
策
や
日
本
・
世

界
に
誇
れ
る
国
宝
を
活
用
し
た
「
笹
山
縄
文

の
都
」
構
想
を
実
現
へ
と
導
く
手
助
け
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
生
活
と
市
政
に
係

わ
る
課
題
等
に
つ
い
て
、
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
素
朴
な
疑
問
や
ご
質
問

な
ど
、
気
軽
に
ご
連
絡
、
ご
相
談
願
い
ま
す
。

三内丸山遺跡にて

自
由
の
風

だ
い
ち

糞尿投入水槽前で説明する
熱田洋一氏（豊橋技術科学大学准教授）

メタンガス発電設備

会派通信
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と
が
き

【お問い合わせ】

十日町市議会事務局
〒948—8501
十日町市千歳町３丁目３番地

市役所本庁舎３階
電話�025-757-3119
FAX�025-757-5999

（16）

表紙写真について
今号の表紙は十日町高校写真部の作品です。

十日町高校写真部

　
十
日
町
市
議
会
だ
よ
り

第
55
号
●
発
行
／
十
日
町
市
議
会
　 

●E
-m
ail:t-g

ikai@
city.tokam

achi.lg
.jp

　 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　３年生が引退し、１・２年生計14名で活動しています。今年
度は、さまざまな場所へ撮影に行きました。また、十日町市の
イベントのボランティアにも積極的に取り組みました。来年度
の大会へ向けて、日々腕を磨いていきたいです。

　

い
よ
い
よ
寒
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
十
日
町
市
で
は
約
半
年
は

雪
の
中
で
暮
ら
し
ま
す
。
ど
う
や

っ
た
ら
不
便
な
く
日
常
が
送
れ
る

か
、
議
員
一
同
が
真
剣
に
捉
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
雪
が
あ
る
が
故

に
楽
し
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
議
会
は
19
名
の
議
員
が

一
般
質
問
に
立
ち
、
こ
の
地
域
の

課
題
解
決
に
ど
う
臨
む
の
か
真
剣

に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
農
林
業
関
連
の
質
問
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
Ｔ
Ｐ

Ｐ
、
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
山
間

地
を
多
く
抱
え
る
十
日
町
市
の
農

林
業
を
と
り
ま
く
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。
農
林
業
を
守
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

�

（
滝
沢
　
繁
）

青空ベジィにて

自然農法の水田で説明を受ける委員

議会 ポートレ

　今月号は、厚生常任委員会の管内視察と管外視察の活
動を報告します。当委員会は福祉課、市民生活課、子育
て支援課、発達支援センター、健康づくり推進課、医療
介護課を所管しています。

厚生常任委員会●視察報告

　

市
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
関
係

部
署
を
担
当
し
て
い
る
当
委
員
会
は
、

現
場
の
視
察
に
よ
り
、
意
見
や
課
題

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
管
内
視
察

　

６
月
28
日
、
管
内
の
施
設
を
視
察

し
ま
し
た
。

①
民
営
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
松
代

保
育
園
、
中
里
な
か
よ
し
保
育
園
。

修
繕
箇
所
の
確
認
や
移
管
先
法
人
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

②
障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
所
の
工
房
な
か
さ
と
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
こ
も
れ
び
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

職
員
が
地
域
に
根
差
し
た
運
営
に
励

ん
で
い
ま
す
。

③
産
後
ケ
ア
事
業
に
取
り
組
む
た
か

き
医
院
と
、
病
児
・
病
後
児
保
育
を

行
う
子
育
て
・
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

ち
く
た
く
は
、
広
域
的
な
子
育
て
支

援
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

研
さ
ん
し
た
諸
課
題
は
担
当
部
課

長
に
提
言
し
、
さ
ら
な
る
充
実
を
要

請
し
ま
し
た
。

■
管
外
視
察

　

７
月
25
日
～
27
日
、
管
外
視
察
を

行
い
、
愛
媛
県
松
山
市
で
「
農
福
連

携
」
に
取
り
組
む
障
が
い
者
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
「
メ
イ
ド
・
イ

ン
・
青
空
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
「
農

業
」
と
「
福
祉
」
の
連
携
に
よ
り
耕

作
放
棄
地
解
消
や
担
い
手
不
足
等
に

挑
戦
し
続
け
る
先
駆
的
モ
デ
ル
事
業

所
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
達
が
自

然
農
法
に
取
組
み
、
販
売
ル
ー
ト
を

開
拓
。
収
穫
し
た
米
や
野
菜
は
、
付

加
価
値
が
高
ま
り
常
に
完
売
。
平
均

賃
金
は
全
国
平
均
一
万
４
千
円
を
大

き
く
上
回
る
６
万
円
。

　

こ
れ
ら
の
食
材
を
使
っ
て
ラ
ン
チ

提
供
す
る
「
青
空
ベ
ジ
ィ
」
は
大
人

気
‼　

土
に
触
れ
、
植
物
を
育
て
、

自
分
の
得
意
分
野
を
見
つ
け
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
取
り
組
む
姿
に
大
き

な
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

当
地
域
の
課
題
解
決
の
手
法
と
し

て
「
農
福
連
携
」
と
い
う
新
た
な
取

組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
委
員
一
同
実
感
し
て
い
ま

す
。


